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ORTHOPTERA AND WATER. 

BY 

RYOlCHI TAKAHASI王I.

直麹類と－ ]Jc 

高橋良

一

直麹目 Orthopteraの中には（殊に Saltatoriaの中に）水遼に棲む

もの甚多し例へば多くのコホロギ Gryllus(Gryllidae）は主とし℃

水遣に棲み℃水面上に静止し又は水面上を巧に跳躍するは吾

人の往冷見る所在 b。 又ケラ Gryllotalpaが水を巧に泳〈．は蹴
~t 知らるる事賃 ~t し℃ Curtis (1862）は G.vulgarisを其形態上よ b

論じて齢泳カを有するものならんとなしたるが Boldyrev(1913) 

は其瀞泳するを報告せ ！＞ 0 日本に「ヶラり水渡 b」と云ふ言ある

は注目すべ LC 又ノミバッタ科 Tridacty lidae は水遺殊 ~t 水遠の

砂地に棲み℃一部跳最 Collembola CZ)如くに水面上を巧＆t挑ぶ

は人の知る所在 0べし。イナゴ科 Acrididae晃識り成車及幼虫

が淡水又は海水を泳rz.とあるは肢に知らるる所にし℃又此
等昆最り一部は水蓬 ~t 棲みて水上に静止し或は躍を水中に入
れ℃静止する之とあ bo 叉ヒジバヅl タ科 Tettigidae が水遁~t 棲

み℃水に入 b℃泳〈・は既に知らるる事賞lとし℃之に関する記

述少からず。然れ共之等昆患の水中に於ける呼吸法及動作及

水に劃する趨聴に就℃記述したるもの注し。此文民℃は主と

し℃ヒジバッタ科及イナゴ科に就て詳述すぺ L0 

(A）ヒシバッタ科 Te抗igidae

此昆畿は主に水遁及落葉多き平地℃棲み℃其水に跳ぴ入

b℃泳？乙とに就℃は既に Kolbe,Sharp, Green, Hancock, Kirby, 

James, Hebard 等り報告あ b。然し此昆識の水中に於砂る呼吸

ムー－・ －品ム~.－＂＇－＇~－ー↓必a
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法及動作及水に聖母する遁鷹等 ~t 就℃注目したる者ほ無し。予

の賞験したるは東京附近に産する曇種乃ち衆電？）？：.種にし℃串

名は素木博士の論文民依れ b。
(1) Tettix japonicus Boliv. ヒジバッタ

( 2) Criotettix bispinosus Dalm. ヅチバッタ

( 3) Paratettix histricus Stal. ~、ネナガヒジ バ〆ヅタ

以下各種を｛1)(2) (3）と稽すよとし。

此等の種は主に水遁又は落葉多き平地等 ~t 産す。然し（1)

は山上及山聞の急流の附近の岩石上に費見せらるる之とあb。
又（1）は樹木の幹上に静止する.z.と少からず。此等の種は水に
入る之と甚多〈殊に（2）は最水中氏在る之と多 Lo

水中に於砂る姿勢fj.動作

此等の見掻が水に跳ぴ入るや直ちに泳ぎ℃水の岸又は水

中の草或は木片等に至 b℃之等に就き℃静止し其後に陸上に
上る之と多けれども叉長時間水中に在る之と少からず。ヒジ

バック科の色彩及形は水中 ~t ℃は殊に遁臆的にし℃之等昆轟
が水中に漂ふ肢は James2克Reba.rd の記述したるが如〈はよ見
木片の如＜ ~t 見ゆ。
陸上のヒジバッタ科は甚活援にして之に嫡るるも擬死le-

thargjr を示~~れ~·も水中に℃は擬死~示す乙と少からず。
ヒジバヅタ科の腫り下面、頭の表面、小楯板 Seutell umめ上

面及前胸脊及肢（後腿節の内側を除〈）の義面は番粗にしセ氷氏

濡れ易し。此故に此昆轟が水 ~t 跳以て慢が水面に接すると同
時に韓の表面は水に濡れ従℃腫は水の張カある表面を巧に被

bて慢の杢部は水面の下記入る之とを符・。又此等昆識の韓の

重 3は（鰹が呼吸用の室気を保ちたる時の）水 l9も少し〈軽しO
此故にヒジバッタ科は水に入 b允る時瞳は水面の下に入れど

も水面を離れて深〈沈下する之と衣し。乃ち腫は水面の直下

に在 bO 之等見最の躍は水中に℃は常に水平に保たれ頭頂及

前胸脊の一部を水面 ~t 接し又は接せず。又（2）にては後腿節の
末端と小楯板の末端とを水面 ~t 接する之と多しO (2iと（3）と
1ま飛行カを有するを以τ飛行して水中に入通乙とを縛れぎも
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氷主争飛行ι1:陸上記土るとと櫨はず。之既に記し党る 'ii；如
《醸り議面の構造は本に濡れ易〈従℃韓主水中主多水面上に

組しτ腫を張力あ z,水面上に保つ zt能i主連「るに依る。水棲
昆畿の中には水面よ争直ちに飛行を始むる乙とを得るもの（例

へば Corixidae）と之に反するもの 1Nepidae）とあ bo とシバッタ

斜の水中に於ける進行は Acrididaeと同様にしτ左右の後腿節
に其腰節を接し衣℃左右後腔節を同時に強〈後方に伸すに依

b壬行はる。後腔節の上誌は明な ,Q一本の縦溝、を有し此溝り

爾側Eとは各一列り刺を有し又腔節の末端は太ま b℃水り魅力

を利用するに遁せ b。語学泳には前中肢は殆h..ど用 μず乃ち陸

上ゆ跳躍肢は水中に τは雌泳に用ひらるるな b。
ヒシバッタ科は水中に℃は今記 eしたる方法のみに依 b℃

a前濯するものなるを以℃水中に℃は只一事面上を運動、し得る

のみにして水面を離れ℃深〈水中に潜入するが却さ動作は行

よ、乙と能 pはず。乃ち腫は常に水面の直下に在 b。多〈の直麹

類はヒジバヅタと同誌にし℃泳〈・。乃ち此等直麹類は歩行力

跳躍力及飛行方を有し又水中に℃は畿泳カを有する主以℃直

麹類は移動力の最重量達したる生物のーと云はSるべからまる、
在 ，9。

＊申 ,JC於ける呼吸法、

セジバヅタ科がホlと入事党あときは盛菰株衣り都合－~こ保

党る。

(a）前胸背の下。（b）腹側の表面‘（c）後麗節の内側と腹側

をの問O (d）一腹節の背板 te培iteとヨえの節.0背板との、問。（e｝前

麹｜の下O (f）前胸と中胸との調。 (g）中胸と後胸との」問。此等

各部の盛気は互に他の部の盛集と遁ず。

ヒジバヲタ科の小楯板Seutell umは甚長大にし℃其下には多

量の密集を保ぅ。腹の背面の表面及腹J測の太部の表面，には甚

微小なる黒色三角形の小突起を鱗布レ此突起を有する部分は

水n：濡れず従℃水中に℃は宰試は此部分1lt附着すo t,r）にては
普通第一乃至第六腹筋の側酒は盛試を保も英也の種に℃は殆

えど益側面‘は盛気”を録や。之はぐ［ettigidae~r. .特有広し℃ A.crididae
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には見ず。又ヒジバヅタ科の後腿節は甚太〈其内側は少しく

阻み旦其表面は水に濡れぎるを以τ多量の昼気は腹節側面と
後腿節内側との聞に附着す。又腹の背板は費達し殊に第一第

二節の背板は大にしてきたの節の背板を蔽以各背板の下に多く

の室集を保つを得。

ヒジバッタ科は他の直麹類の如く二重まの胸集門と入艶の

腹気門とを有すO ヒ‘シバッタ科及イナゴ科の前胸は Snodograss

の詳論したるが如〈直趨類中最特化し背 pronotumは甚大にし

℃側板 pleuronは甚小となるO 其第一胸集門は前胸背の下に在

bて水中にては常に前胸背下の昼裁を呼吸するを得るな b。

第二胸気門はイナ示科に℃は中胸側板の後端に在 b℃昆患が

* k入る特は水に接し従℃呼吸する之と能はぎれどもヒジバ
ッタ科にては之に反して其気門は中胸側板の下にあ bて水中

にては其部分に保存せらるる盛気を呼吸するを得O 叉イナゴ

科の第一腹節には聴器auditoryorganを有し其近くに小なる第一

腹集門を有すれどもヒジバッタ科に℃は素木博士も記したる

が如く聴器退化し第一腹集門は甚大形にして此集門は水中氏

，℃は後腿節に蔽はれ其部分の室気を呼吸するを得。イナず科

の大部は水中に入 9nる時は腹の気門の杢部は水の中に在 b

℃呼吸せぎれどもヒジバヅタ科にては之とは大に異：るな b。
(3）にては普遁第二乃至第五腹気門叉（1）と（2）に℃は第二乃至

第七腹集門は腹側の密集中に在 b℃（昆畠が水中に在る時）充分

呼吸するを得るな b。然し腹端のー乃至三重苦の気門は水中に

ては水に接して呼吸せず。

ヒジバッタ科は今記したるが如〈水中に於℃は多くの昼

気を鰹と共に保ち℃呼吸するを得れ芝も長時間水中に在るl時

は時や新しき~気を得まるべからず。此目的のために次の動

作を行ム。

水面に℃静止し腫りー側を下tとして睡を水平に横臥し／］、

楯板を少しく鐙よ b離す。此時上になれる後腿節と小楯板と

の聞は大気に遁じ腹側の一部及ー側の後麹（鰹を横臥したる時

上になれる後麹）は金〈盛集中に出づ、。又此時上になれる後腿

節の外側及／J、楯板のー側り大部は水面に接し又は盛集中氏出
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づ。乃ち前胸背下り窓集及腹背腹側等の窓集は大気と逼じて

新鮮なるき雲気を取るを得。此姿勢民主充分新鮮．なる室集を得

たる後に普通の姿勢とな b℃再(A運動を始む。

之は最普遁の動作なるが穏に睡を少しく傾け℃小楯板の

側り基部を少しく昼中に出して新しき~気aを取る乙とあ b 。

乃ち此場合は小楯板を腫よ b離 3ぎるな b0 
此等の動作は（1)(2) (3）乃ち予の検せる金種民共遁なるが

穏に（3).＞、ネナガヒジバッタに限 bて衣の動作をなす。

普遁の姿勢にで静止し小楯板の先と後麹の先とを水面に

接し左右の、後麹の先を少しく左右に聞く O 此時左右の後麹先

端の聞の水は排除せられ℃小楯板下の昼集は大気に遁ず。此

種にては後麹は小楯板よ bも後方に突出し左右の麹は静止中

は中央tとて接す。此（3）の行よ、動作は他の直麹類に℃は全く見

るとと能はぎる特殊のものな bo ヒジバッタ類り行ふ水中に

於ける横臥はイナゴ科iζ ℃は只トノサマバッタ類 Oedipodinae

幼轟の一部民於てのみ見る所在 b。

ヒジバッタ科の此横臥の時聞は一定せぎれ Eも（1）に℃は
一同の横臥の時間は約 20秒なる乙と多〈ニ悶の横臥の聞の時

聞の長 3は約 20--60秒なる乙と多し。又他の二種に℃は一同

の横臥の時間は約 6o-400秒なる乙と多〈又ニ同の横臥の聞の

時間は約 6oー250秒なる之と多しJ

慢の表面の腺 gland.

予はヒジバッタ科昆患の鰹の表面の一部には多畿の腺を

散在し此腺は一種の少量の蟻質物を分泌する乙とを見た b。

此蟻質物は竪く固 b℃腫の表面に附着し落下する乙と稀な 9o

此の如き蟻がヒジバッタ科昆識に依 b℃分泌せ忘る、は未だ

記述せられたる之と無きもの、如し。此憾の意義は予未tl明
にせず。此 glandは（1）にては頭、前胸背の上面及肢の表面（後

腿節の内側を除〈）等：に散在し（2）にては腹側にも在れども前胸

背には少きが如し。

附記。幼最も水記入つ℃泳〈．。其動作は成患の如しO ヒ

ジバッタ科の前麹の退化せるは著明の事賞なるが之は前胸の
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書を蓬k't倖.!'i,!て起nる之と宅Eるペし。前胸の蜜遣は多量の宰集
を前胸骨下に採ったあなるを9-て前麹の退化の根本原因｛は水

に趨癒せるに在 b。
Tettigidae は形態土究り結 ~t. ℃ Acrididae と異るO

(a）前胸甚大注多。ゆ）前麹退化す。（c）後腿節1：.甚しく太
〈短な b。（d）第二胸集門は側荻の下に在 bo 伊）聴器を挟〈。

(f)爪問盤 pulvillusを換 rく。（g）腹測には黒色三角形の微小なる

実起を多〈有す。（h）蟻質を分泌する腺を有すO (i）躍の表面の

一部は＊ lと濡れ易し。 （之は Atractomorphaにも見るb (g）躍は

一般に小形ま b0 (k）卵の一端は細ま b℃糸放となるO

之等の特性の中（a)(b) (c) (d) (g) (i）等は水棲 aquatic生活に

遁躍し℃起れるなるべしO 乃ち伊） (c) (g）は生気を楳持するに

遁し（b）は（a）に伴ひて起 b(d）は水中の呼吸に遁し（i）は憶を

水面の下に入れるに遁せ b0 

Tettigidaeは .Orthoptera中最も水に趨臆したるものに L℃又

竿水棲昆最 subaquaticinsectsとして最特化したる昆識なるべしO

(:S）イナゴ科 Acrididae

此科の昆識には氷逢に棲むもの多く又水に入 bて泳仁も

り；少からず。 Rileyは destructivelocust の成轟及幼識が沼及川I：を

泳ぎ渡る乙と・あるを記し Sharpは・migratorylocu就が淡水及樽水

を泳ぎ渡れる多くの事賞を紹介し又 Howardは近時 Schistocerca

tartaric a が海上に費克せられたるを報告せ b。Morseに譲るに
1'rimerotropis, Scirtetica, Melanoplus, Djssosteira, Psinidia, Orphulella, 

Paroxya, Tryxalis等の一部は海岸又は川沼に棲むと云 (AFox A乙擦

るに Chloealtis,Clinocephalus, Orphulelia, Conocephalus等り一部は水迭

に棲むと云ふ。又VestalはHippiscustuberculatusが海岸に棲む乙と

を報告し HebardはStenacris,Schistocerca等が水遁に棲むを記せ l>0 

日本のイナゴ Oxya及オシプバッタ Atractomorphaの成最及

幼最は水建re.棲み水を泳〈’乙と甚多きは注意深主観察者の時
今見る所在るが予は此等見識が水中に入 b℃死する之となく

長時間水中に留る之と多きを見た b又フキバヅタ Podisrna幼患

が谷り流の遊傍 ~t 旗みて氷中に入品泳ヤ之と多主主克プ2 r!J。
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誌の如ミ参 t の洗耕の昆強~ま水蓮託棲み定永 ~tλ.g ？.ξ 
歩かもまれども其氷申に於貯 0呼吸法琵動枠髭永拭劃する趨

嬢托麓τ注目し党品者まも。
Actidtd棋の一部は Te従igidae~刻《抗準水棲昆虫 sabai幣1描k

inst'!むts と見倣すべきもの窓れ苫も、糞氷もと誼憶して司守秘せる程

度は 'fe凶.gidae の蜘ミ ~t 犬攻らぎる fl:. b。

定・シ？バヴタ類 Pyrgomotphina.e

オ，：.－＇プバッタ Atractomorphabedeliは水迭に棲み水に入 b℃

泳ヤ乙と甚多〈又体を水中に入ft℃水中の草等に着きて長時

間静止する乙と少からずO 此見議は Acrididae中最も水に遁騰

したる昆最左 b。

（成車）睡の表面の大部は粗にし℃水に濡れ易し従τ氷lt
跳rx入ると僅は張力ある水の表面を破 b℃瞳の全部は水中に
入る。然しTettigidae及其他の直麹類に於 aけるが如〈に水面を離

れて深〈水中氏沈む之となく頭の先の一部（ゐveolae）及前胸背

の後端を水面lt接L瞳は水面の直下に水平に保つ。此種は静

止中、後肢を低〈保ち後腿節の先は腫の背よ bも高からず。従
℃水中にては後肢は杢〈水中に在 !Jo 他の多くのイナ f科に

℃は後肢の腿節の先は背よ bも高く従・'1:水中記℃も後腿節の

先端は水面に接し又は~集中に出るを普遁となすO 水中に恥
苛急勧塗1主主右犠麓節を同時比後腿節に接し衣て之を後方に

伸すに依 ?J-t行はれ前中肢を期以ず叉水面を離れ℃深く氷命

、~t 入る之とさt ~を以 t 其蓮動は常 ~t 水面に年行衣 i 一平面上
~t 限る。此種の後腔節は甚太〈二列の刺を有し泳 V &t越す。
水中氏入 bたる時は呼吸のために盛気は大なる前胸背の下に

保たれ叉極少量の丞集は麹に附着すれ苫も之は呼吸には関係

なきものの如し。前胸り気門は甚大にし℃前胸背下に在 b℃

水中に於℃も前胸背下に保たれたる昼集を呼吸するを得。然

し第二胸集門友入費り腹集門は水中に在タて（昆識が水中に入

9 -nる時）益く呼吸するとと能はずo 乃ち氷中お℃は只前胸の
集門 1が呼吸するを得 ;'5・ のみな ！＞ 0 予は大匹り肱蟻を氷中 ~t 放
置以塞集；中iζ出るを；防ぎ℃｝たるに主場：飼犠：lt筆名も何等異常
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を示す之となく生存せ b。 Snodgrai;s の記したる如く Acrididae

の前胸は大に特化し背板 tergumは大に畿遣し従℃側板 pleurdn

は退化して甚小となれ bo 之は前胸下に宰気を蓄へんだめ民

（昆掻が入 bたる時）特化したるものなるべ LO 長時間水中に入

る時は前胸背下の安気を新鮮なるものと換へぎるべからずa・

乃ち静止し℃前胸を少しく下方に屈’す。此時水面に接せる前

胸背の後端は水面を破 b℃昼集中に出で前胸背下の昼集は大
気 ~t 遁じ新．し 3 宰気を得。乃ち Tettigidae の如く睡を横臥する

之となし。オンプバヅタは Tettigidaeの如く水面よ b飛行する

とと能はず叉水に入れる時脱糞する乙と多さはトノナマバッ

タ Oedipodinae.~t 於けるが如し。

（幼最） 成患の如く水建lと多〈水中氏入る之とあ b。第一

齢最firstinstarの観察次の如し。龍D表面は水に濡れ易く水中に

入れる時は韓の全部は成識の如く水面下記入 b℃水面の直下

に在る乙と多けれども鰭の背の一部が水面上に出る乙とあ b
0 g; 気は前胸背下 ~t 保たれ水中に於ける呼吸法及動作は成識

と同様な b。麹の費違せる幼轟（第三齢以上）に℃は其不完麹の・

下氏少しく室集を保ち此塁策は前胸背下の室試に逼ず（前胸背

の後端は麹の基部を蔽J、））

シヤウリヤウバヴタ類 Tyxalinae

ジヤ 9 9ヤクバッタ Tyxalisnasuta は草原（水建 ~t 限らず）~t

棲み予は此種が水中に入 bて泳ヤを見nる乙となし。
然し成虫を水に入る 0時はトノサマバッタ Oedipodinae り

成患の如き動作をなし幼識は（水に入 bたる時）オシプバヅタ
Atractomorpha の幼患と同様なる呼吸法及動作を示せ !J0 Morse 

t乙依るに Tyxalisの一部は水建に棲むと云ふ。

トJザマバヴタ類 Oedipodinae

＊遁に棲むもの多〈又成轟及幼虫が水を泳ぎ渡る之と多

きもの L如〈既に記したるが如｛ Riley其他の報告あ b。予は
トノサマバッタ Pachytylusdanicus 及カ J、ラバッタマSphing叩 otus

japonicusが野外にて水を泳「を見允 b。此二種の観察次の如し。
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（成繊）飽の裏面は滑に L℃水re濡れず。此故に水に跳（｝＼・
入る時は.T e;ttigiciae及 Atractomqrphaの如＜ ~t 憧の杢部が水面下

に入るl之とま L。然し種の重量のためは慢の大部は水中に入

b只頭頂、前胸背≫.麹の基部は宰集中に出てる乙と多〈又は

韓り背の殆んど全部は水上に在 bo 又：後肢腿節の先は背よ b
も高きを以τ水上に出づ0 ，水中に於ける前進は他のイナゴ科
と差無なけれども Atractomorphaの如〈に巧ならず。水中に於

℃は中胸及腹の築門は呼吸すること能はぎれども前胸の集門

は大なる前胸背下の昼集中に在 b℃充分呼吸するを得従℃長

〈水中 i乙在るも死する乙となし。前胸背は水上に在 b従℃前

胸背下の昼集は常に大気と通じ新最長なる室気を採るために特

殊なる動作を行はず。

（幼轟） (1）トノサマバッタ Pachytylusdanicus. 

水に跳c入・入らば憧の全部は水中に入品只頭の隆起の一部
及前胸背の隆起の先端が水面に接し又は水上に出づ‘。幼識の

躍の表面は成識の如く滑にし℃水に濡れず然るに醸の金部が

Tettigidae等の如くに水中に入るは集嚢airsacを快き従℃韓り比

重が成轟よ bも大なるに依るぺし。 Acrididaeの成識が義哉遣
しn0 air・ sacを有するは著明なる事賞にし℃ Dufourk撮るに
イl ナゴ科に℃は麹の退化せる J種に℃も air・sacを有すと云ム。

乃ち躍の表面の構造に於℃は成識と幼虫との聞に差なけれど

も airsacの有無に依 bτ睦の一部が水上に出て又は腫の杢部

が水中に入るなるべし。

トノサマバッタ幼識が水中に入E先器時：~~ ぽ中胸及腹の
気門は水中に存し℃呼吸する乙と能はぎれども前胸の集門は

前胸背下の~集中に在争℃充分呼吸するを得従℃長時間水中
氏在るも死する乙とな bLo ι水中に ."'Cr：ま~集は大なる前胸背の

下及麹部の下に保たれ麹の？の昼集は前胸背下の宰集と遁ず。

長時間水中 ~t在る時は此等の~集を新鮮なるもりと換へぎる

べからず。

ぺ此ために衣の動作を行ふ。睡を少しく舗に傾けで静止し

前胸を下方に曲〈・。此時前胸背の後端は雲集中tと出てそ前胸背

干の昼集は大気に遁む新しき昼集を採るなれ又甚稀民此姿
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勢帳."C，（龍を~し〈耕民傾砂）葉時i三民なれる申胸＠ー鱒臨気門

主主強〈多ぐの墨集を出し其集門の上の本を排除する主同時

rt其集 F唱を大気~＂－露出しで略暁す。乃ち脆場合 roτ は前胞の

で聾告の集門と中胸の「側の集門｛上院なれる）主は大a集t'C逼T。
幼最の水中路於ける動睡は成識に遊けれども今記したる如《

呼吸の法は大民異答。 i 幼識は陸...hに℃は呼吸遁にして鵠の膨
縮小な；れども水区λbたる時lま之氏反し屯呼吸遅〈盤の膨縮

甚大tc.~（，， 
事 :8arl),or はアフ 9 カ r~ 於℃ Pachytylus sulcicollis＇の幼識が群を

なし1バ『 JV洞及ォ ννヂ河を泳ぎ漉るを見℃ヨたの如く記し
~· 11 。「河中 re.，℃は一部の幼識は他り傭盤＠上~~.乗 b て其髄をi

水面上 ~t 出して呼吸し次に其幼識が下になゐ τ今設でa下＇t 居

nる（水中に在 bたる）幼晶を檀上に乗せ℃密集中は出し宅呼吸
芳しむ。此り如くにし~耳，，t 昼中民出℃呼吸 LQ 、前準す…

…・・・」と。（Sha中に依＆）。然し予の寅験に依れば Ba.th~

a認識は正しからぎるが如＜ P. s1;11cicollisも予が P.d,ani~.m; ~ t易

たるが如き方法に℃呼吸し "C 水を泳ぎ渡るも（？）~るぺし。
（~）カムラバッタ ~hin~oµot.µs ja,伊nicus. , 

助幼識は Pachytylu与の幼哉と霧島τ 本民 λ 島~る時障民慢
の下宇を水ー面下にλれ頭の上語、 B最，普及J麹瓦腹背は 7長画J;.＇~ 
出づ。之瞳の背広Ji本水lt濡れまる軟細毛多識を脊し水kζ濡i
るを防？に依る。後肢体短くし℃衣〈甚巧i乙前議す。前胸曹

は窪集中 ~t 在るを以て特殊なる動作を行ム乙占なくし℃毒脅し
き昼集~.得ぺし。（昆識が本＇~λ~R る時 ltol

4 十耳額 .c~位n,to~e
': Q;xyiJ, は水場~~棲む種類 l~ し τ 予は野外江挽 τ薬幼虫が求

面」~· 't居るを見 'k. る ζ 主甚拳〈叉.＞，＇＼＊すがイ必ずー~· Oxy<¥ ve.Jof' 
c 成識が水i 中＇~鑓り『噌部 rr:· 入れ 7亡長時間静止するを昆抱ると
とあ b。

• •• C 号、ダイ？＝ず Q.yez同郡iii，；が水を詠｛~ ~ ~あ~は予白往々見

向...勝、.－~し τ 文京キバタタ P叫i噺a 幼ι轟が山懐の難流民 λ 生

宅総rt.品事忍は抵re;予が競し-n.a が掬 ~o 葉子＇odiS@la :f明海i
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Boliv ... （素．木博士の鑑定に従ふ）は海単に槙み℃海水中に跳と入・入

b℃泳仁乙と多し。

（成識） 0. veloxの煙。表面は Pachyt:ylusの蝿〈滑にして水に

濡れず。従τ水に跳ぴ入る時は韓背の大部及後腿節の先端は
窓集中に出づ‘。又腹部末端を少しく高く上げ吃水上に出すo

水中 ~t 於ける動作は Pachytylus の如し。然し後腹簡は甚太〈甚

巧 ~t 水を蹴℃前進すO 水中に τ は中胸及旗の気門。大部は水
中に在 b℃呼吸する之と能はぎれども前胸背下の気門は大気

回遁ずる前胸背下の塁気を呼吸するを得票腹端を高〈上仁る

を以℃腹端の二三華まの集問は水面上に出℃呼吸すaを得 3な
!> 。
此水中re.て腹端を高〈上仁る動俸は直麹類中只 Oxyaとカ

マキヲ Mantidae とに於℃見るを得るのみ・な主=i ' （弁マキ Pが＊

lζ 落下する時は腹端を水上に出す）。

｛幼最） 0. veloxの幼最（第一齢）の髄は甚軽4鵠の下面には水
に濡れSる長軟毛を多く有し水民J跳orλる時は憧は水上に浮
き聾の下面を水に接し頭は盛集中戸は保ち後臆節＠先は水中記

入る。乃ち睦の大部は水上R在るを以℃特殊なる動作を行は

ずし℃充分呼吸するを得べしコ

Podisniaの幼少なる幼識の水中に於ける姿勢業他は Atra<.:tQ.-

morpha に於けるが却しO

(C) Acrididaeと Te此igidaeとの比較

今此二科の生態を比較すれば突の如し。

Acrididae 

(.I) 水建隠棲まぎるもの

喜多からず。

(2) 各は卵の時代にて越

す乙と多く成識の出現期は殆

んど定る。卵期は長 L。

(3）ィ群を悲し℃務動す 0

もの多し。

Tettigidae 

(1) 水議に棲むを普通と

まず0 l 

(2) 4S-は幼議又は成識に
℃越しマ年中殆Aど常に成畠
草E. !J 0. ＇卵期短し。
(3) 移動する乙と極詰~

!'1 l.~o 



96 高橋一直費量類之＊

二（羽音stridulationを脅する

もの多し。

' ' (5) 海岸は棲みτ海水を
泳「ものあ b。
( 6) Atractomorpha 等は水

中に入る乙と極めて多けれど

も其他の種に℃は蓄しく多か

らず。

(7) 水に跳ぴ入bたる時

排世物を出す乙と多し。

(8) 幼識の一部及Atrocto-

morphaに℃は水に入る時は龍

の杢部が水面下にλれども其

他の種に℃は只躍の下竿が水

中に入るのみな b。

(9) 水にλる時は呼、吸用

の昼集は只前胸背のs下に保た

るるのみな b。

(10）水中に℃は只前胸の

集門が呼吸するのみなるを，普

通とす。然し Oxya成識に τ
は腹端の少数気門は呼吸す。

(I I）水中に℃新鮮なる室
集を採るため1と睡を横臥Jする

は只 Oedipodinaeの寸部：幼母：令；
みな 90 ¥ 

(12）.水中氏於げる呼吸法

友動作等が成患と幼畠と ~t，依
~ 1:差ある種類事多 L0 CJ 

(4) 音を脅するものなし3

(5) 海岸~？：棲むものなし。

(6) 水中に入る乙と極め

℃多しO

(7) 水に入れる時排世物

を出3ず。

(8) 腫の杢部は常に水面

の下に入る。

(9) 宰気は肢に記したる

が如く腫の多くの部分に保た

る。

グ.（10）水中に℃は胸気門の

外 lt腹集門の犬部は呼吸すO

(I I）水中に℃新鮮なる塞

集を採るために睡を横臥する

を普通とす。

' (12）水中に於ける呼吸法

及動作は成最と幼議とに依 b
~c差なし。

乃ち生態土明主る差右足る。：、.r ＇＇.入

附言。キ··，~ ．ギタ：~.·科：，Locustidae の大部は氷を泳ヤととを

得其姿勢は‘O剖it)odliiae、に近けれ Eも滋泳は巧ならず。然しカ
？ドクマ Diestrammena は鴻fむど泳仁乙と能はず。 又カ守キ 9
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Mantidaeの成蕗iま中総肢を用以て泳ぎ’ゴキプ 9・ ・ Blattidae 民ば・7k
棲の種あ bと云ふc (Annandale）・又．直麹類tζ 近〆主同サミムジ Der..:

maptera el庇轟友幼識は瞳のe下ili＇を水面は接し金肢を水面に接
L左右の肢’を互に水上代動かし℃水面必を巧に前準す。

』＂

' -

(D）論議

Tettigidaeが外部解剖上 Acrididaeと甚tl差あるは既に記述

せし所在るが細胞串上友内部解剖主重大なる差あるは近時

Robertsonの詳論せし所在b0 （同氏の論文は小熊博士に依 bて
肢に紹介せられた~）。

叉 Tettigidae の水中に於ける呼吸法友動作業他生態が Acrid•

idaeと差あるは予が此♂文民於℃詳述したる所とす。予は生態

上よ b見℃も Acrididae.と Tettigidaeとを各濁立せる Familyとな

す分類に賛せぎるを得ぎるな b0 

Acrididaeの金部が酵泳カを有するは主としτ移動 migration
のために之を必要となすがためなるべし。又 Tettigidae及 At-

ractomorpha 等の如き宇水棲類が瀞泳力の費蓮せるは水に趨鷹

Lたるに依るo Acrididaeの成轟及幼最が群をなして移動する
之と多きは著明の事．貨なるが Hanc:ockは・T ettigidae も移住する

乙とあるを報告せ b。又 Redtenbacherに依るに Tryxalinae(Acrid-

idae）に属するもの及 Locustidaeの一部にあ.lJτも移動する乙と
あ争と云ふ。 Locustidae.が酵泳カを有するは予が既に記したる

所な b。、
直’麹心類の系統の最新研究なる Crampton の論文に擦るは

Locustidae, Gryllidae, Acrididae (Tettigidaeを含む）及 Trydatザlidae等は

同一組先よ b出しものならんと云ふ。此等昆最の中には水建
に棲むもの甚多〈叉此等昆轟の大部が水面上を跳＇O¥或iま泳〈ー

を見るは甚興味ある B.な 0ぺ L。予iま此等昆識の姐先は水建

に棲み或’型式の元民水に遁醸したるものなるべしと見倣さぎ

るを得ず。

矢野皐士tは Riley ＠論文の遁讃を許 3れ又素木博士はA

Podisma一種の事名を教示せられた b。此等は予の深〈謝する
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所とす。叉 Howard氏が予のために氏の報文を韓寓して恵這せ

られたるは予の威謝する所在 ~o
逗記。 Needhamはミシガシ湖岸の見患の堆積を検し其大部

分は Nemobius,Melanoplus, Tettix等の直麹類なるを見n.9 0之氏
因 b℃も直麹類は水建り見識なるを知るぺし。
J. G. Needham-Insect drift on the shore of like Michigan. Occasional 

Memoirs Chicago Ent. Soc. Vol. I, No. I. pp. 1-8. 1900. 
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R倒rune

The insects belonging to Tettigidae and Acrididae are to a great extent 

subaquatic in habit, and they are able to swim with great facility using only 

their hind legs. It is a well known fact that the migratory locust sometimes 

swims crossing the river~ Atractomorpha beaたlz'and Oxya velox etc., as 

well as Tettigidae, inhabit the vicinity of streams and ponds and often jump 

into water. 

Tettigidae 

岨国幽曲、

The body is held just below the surface of water, but the insect is not 

dive deeper ; and the large amount of air for respiration is carried 

with insect under its large pronotum, on the sides of the abdomen, under 

幽中

／ 

叫 ν ~＇~o·－＂·＂＇＂心 〆 . ＂＂＂＇値以』縦一」ニ.~~＇ LιM込， ~叫山
~· d ム司色 <• ·'.'.>.·LんAC~ • . ~ 

to able 
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each tergite of the abdomen, and on the inner sides of the hind fumora etc，~ 

when t~e insect is in water. 

Thus the insect is able to breath through the thoracic and the abdominal 

spiracles and it often lays the body on one side and moves the pronotum 

from the body off, exposing one side of the abdomen in the atmosphere to 

take the new supply of airゐr陀 spirationbeneath water. Tettigidae has 

many glands on the surface of the body, which secret wax. 

Acrididae 

In A./ractomorpha l:edeli (imago and nymph), as in the case of the 

nymph of Pac砂tylus,all the body is held just below the surface of water, 

but in the imago of Pachytylus, as well as in Oxya, only the under half 

of the body is soaked in water, when the insect is in water. 

The insect of this family carries with it a large bubble of air under its 

pronotum and the insect breathes through only the prothoracic spiracles in 

water‘ 

Atractomorpha bedeli in water often bends the pronotum downwards, 

breaking the surface of water by the apex of its pronotum to exchange the 

air under the pronotum for the new supply of it. 

But the nymph ρf Pac/tr.砂luslays the body on one side, ・moving the 

pronotum from the body off and thus the new air is taken. 
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